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平成20年度　事務事業評価表

目標 実績
必要
性

町の
関与

事業
手法

活動
指標

経費
成果
指標

施策
効果

総合判定
総合的な分析と今後
の方針等

①  中学校英語指導日数150日 日 160 150 160

②  小学校訪問指導日数28日 日 30 28 30

③ 0 0 0 0 0

① 0 0 0 0 0

② 0 0 0 0 0

③ 0 0 0 0 0

国 千円 0 0 0

県 千円 0 0 0

起債 千円 0 0 0

その他 千円 0 0 0

一般 千円 269 3,898 3,516

事業費計 千円 269 3,898 3,516

① 教育相談員の配置2人 人 2 2 2

② 生徒の悩み相談 0 0 0 0

③ 学校の教育活動の支援 0 0 0 0

① 生徒の悩み、不安を和らげる。 0 0 0 0

② 学校適応を推進し、問題行動等の未然防止を図る。 0 0 0 0

③ 学校の相談体制の確立を図る。 0 0 0 0

国 千円 0 0 0

県 千円 0 0 0

起債 千円 0 0 0

その他 千円 0 0 0

一般 千円 1,301 1,281 1,277

事業費計 千円 1,301 1,281 1,277

①  新刊図書の購入 冊 503 500 510

② 0 0 0 0 0

③ 0 0 0 0 0

① 平均読書ページ数 ページ 0 0 0

② 図書館利用者数 人 0 0 0

③ 0 0 0 0 0

国 千円 0 0 0

県 千円 0 0 0

起債 千円 0 0 0

その他 千円 0 0 0

一般 千円 789 800 788

事業費計 千円 789 800 788

① 授業及び日常生活のサポート 0 １３２日 100日 １０１日

② 0 0 0 0 0

③ 0 0 0 0 0

① 学校不適応状態の改善 0 0 0 0

② 学校生活の充実 0 0 0 0

③ 0 0 0 0 0

国 千円 0 0 0

県 千円 350 0 0

起債 千円 0 0 0

その他 千円 0 0 0

一般 千円 640 1,427 1,406

事業費計 千円 990 1,427 1,406

評価
妥当性 効率性 有効性

指標・事業費と財源
単
位

19年度
実績

20年度
Ｎｏ 事務事業名 事務事業の目的 事業の概要

1
外国人英語講
師招へい事業

　小中学生の英語能力の
向上を図る。

　学校における英語指導の助手及び
海外派遣研修の補助を行なう。
　●中学校英語指導助手の実施
　　　(湯田・沢内中学校に対し週２日
ずつ）
　●小学校訪問指導の実施
　　（毎週金曜日）

見直し
（継続）

A B A B

成
果

財
源

活
動

A A B

2
教育相談員設
置事業(小学校)

　生徒が悩みなどを気軽に
話し、心にゆとりを持てる
ような環境をつくる。

「心の教室相談員」の配置。

現状のま
ま継続

A A B A

成
果

財
源

活
動

A A A

3
学校図書館図
書整備事業(小
学校)

　読書は心を育てるための
重要なカテゴリーであるこ
とから、多くの本を読むこと
で、知識や想像力を身につ
けさせる。

　読書を促進させるため、魅力ある本
を購入する。
●新刊図書の購入

現状のま
ま継続

B B B B

成
果

財
源

活
動

A A A

4
小学校特別支
援教育支援員
配置事業

障がい児童の指導の充実
を図る。

 障がいのある児童の学習指導や日
常支援。

現状のま
ま継続

B B A A

成
果

財
源

活
動

A A A

評価（事後評価）
平成20年度

  国際化社会を迎え
不可欠な事業である
が、20年度から民間
会社の派遣を受けて
おり、今後の経過等
を見ながら現在の手
法が最も望ましいの
か評価したい。

　専門的に指導する
体制が今後も必要で
あり、現状のまま継続
すべきである。

  読書は知識や想像
力を身につけさせ、児
童の心を育てるため
にも重要であり、現状
のまま継続すべきで
ある。

　学校の相談体制の
確立を図るためにも
現状のまま継続すべ
きである。

1



平成20年度　事務事業評価表

目標 実績
必要
性

町の
関与

事業
手法

活動
指標

経費
成果
指標

施策
効果

総合判定
総合的な分析と今後
の方針等

評価
妥当性 効率性 有効性

指標・事業費と財源
単
位

19年度
実績

20年度
Ｎｏ 事務事業名 事務事業の目的 事業の概要

評価（事後評価）
平成20年度

① 入学説明会での事業の案内 校 7 7 7

② 全児童の保護者に対して事業の周知 回 1 1 1

③ 民生委員からの呼びかけ 0 0 0 0

① 要保護、準要保護児童保護者への援助 ％ 0 100 100

② 0 0 0 0 0

③ 0 0 0 0 0

国 千円 12 10 4

県 千円 0 0 0

起債 千円 0 0 0

その他 千円 0 0 0

一般 千円 710 1,024 660

事業費計 千円 722 1,034 664

① 新刊図書の購入 冊 351 300 343

② 0 0 0 0 0

③ 0 0 0 0 0

① 平均読書ページ数 ページ 0 0 0

② 図書館利用者数 人 0 0 0

③ 0 0 0 0 0

国 千円 0 0 0

県 千円 0 0 0

起債 千円 0 0 0

その他 千円 0 0 0

一般 千円 493 500 499

事業費計 千円 493 500 499

①  ホームステイ 人 4 4 4

②  外国中学校での生活 人 4 4 4

③  施設研修 施設 1 1 1

①  国際社会への理解・協調 人 4 4 4

②   交流の推進　ホストファミリーとの相互交流 人 4 4 4

③ 0 0 0 0 0

国 千円 0 0 0

県 千円 1,332 1,430 2,494

起債 千円 0 0 0

その他 千円 0 0 0

一般 千円 0 0 0

事業費計 千円 1,332 1,430 2,494

① クラブ活動指導 0 0 203日 205日

② 0 0 0 0 0

③ 0 0 0 0 0

① クラブ活動指導 0 0 ２０３日 205日

② 0 0 0 0 0

③ 0 0 0 0 0

国 千円 0 0 0

県 千円 0 0 0

起債 千円 0 0 0

その他 千円 0 0 0

一般 千円 0 519 536

事業費計 千円 0 519 536

　教職員数等の関係
から非常勤講師にク
ラブ指導をお願いす
る必要があり、現状
のまま継続すべきで
ある。成

果

財
源

現状のま
ま継続

Ａ Ａ Ｂ Ａ

活
動

Ａ Ａ Ａ8
中学校非常勤
講師配置事業

　 指導強化を狙いとした非
常勤講師が県により配置さ
れているが、勤務時間数
が制約されているためクラ
ブ活動指導等ができない。
町費で負担することによ
り、生徒のクラブ活動指導
体制の充実を図る。

　クラブ活動の指導等

現状のま
ま継続

A B B

活
動

B A A

成
果

財
源

A7
中学生海外研
修事業

　湯田・沢内中学校2年生4
名をアメリカへ派遣し、か
ねてより交流のあるパイル
中学校を訪問し研修を行
なう。また、期間の大部分
はホームステイとし、国際
的感覚を養うとともに視野
を広げ、世界で通用する人
材を育成する。

　アメリカ合衆国ユタ州プロボ市での
研修
　（アメリカの授業、日本文化のワー
クショップ等）
　ホームステイを通じて文化の交流を
行なう。

5
要保護児童援
助事業(小学校)

 経済的な理由により就学
困難と認められる児童の
保護者に対し、必要な援助
を与えることにより、義務
教育の円滑な実施に役立
てる。
特殊教育に通う児童の保
護者に対し経済的負担を
軽減する。

 事業の周知徹底

現状のま
ま継続

Ａ Ａ Ａ Ａ

成
果

財
源

活
動

Ａ Ａ Ａ

6
学校図書館図
書整備事業(中
学校)

　読書は心を育てるための
重要なカテゴリーであるこ
とから、多くの本を読むこと
で、知識や想像力を身につ
けさせる。

　読書を促進させるため、魅力ある本
を購入する。

現状のま
ま継続

B B B B

成
果

財
源

活
動

A A A

  読書は知識や想像
力を身につけさせ、生
徒の心を育てるため
にも重要であり、現状
のまま継続すべきで
ある。

  義務教育の円滑な
実施のために必要な
事業であり、現状のま
ま継続すべきである。

  訪問先、内容等に
ついては再検討が必
要であるが、事業自
体は現状のまま継続
が望ましい。
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